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平成 14 年 8 月 6 日～9 日、大阪大学（吹田キャンパス）での近畿地区専門職員研修
に参加した。研修 2 日目午後の見学は、大阪市環境事務局・舞州工場（ゴミ処理施設）
で、最近（2001 年）建設され、ゴミ質の多様化に対応した処理機器や公害防止設備、
リサイクル設備等、が充実している。また、工場の外観がウィーンの芸術家フリーデ
ンスライヒ・フンデルトヴァッサーのデザインによるもので、一見遊園地を思わせる
外観で、斬新である。施設との違和感もあるが、こういった遊び心も必要なのかも知
れない。研修 3 日目の分科会実習では、精密鋳造に関する実習を受講した。歯学部の
実習室で行なわれ、本来は歯科医・歯科技工士を目指す人達の実習がなされている。
内容は、①印象材を使い指の印象を採り、石こう泥を印象に流し込み指模型の作成（本
来は歯型の模型）。②ワックス（ロウ）で原型を作り、鋳造リングに鋳型材泥でワック
ス原型を埋没させ、電気炉で加熱して原型を燃焼させて出来た空洞（鋳型）に金属を
流し込み鋳造体を作成し（本来は歯の欠損部の再生）、不要部分を切断後研磨して完成。
②鋳造ではではリングを作成したので、今も机の片隅にリングをした指模型が転がっ
ている。この②の鋳造法は、根付の作成に用いられていたのをテレビで見たことが有
り、精巧な昆虫や動物が作られていたのを思い出した。業務上生かされる事はないで
あろうが、良い体験と成った。 
研修の参加に際して、予知連資料作成のためのデータ回収、産総研大原観測室のト
ラブル対応、阿武山観測所の見学者の応対等、代行して頂いた地震予知研究センター
の方々にご面倒をかけました、お礼申し上げます。 
